
 
 
 
 
 
 
 

続
く
第
２
号
議
案
で
は
、
令
和
５ 

 
 
 
 
 
 

年
度
、
静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部 

 
 
 
 
 
 

連
合
会
副
会
長
並
び
に
、
令
和
８
年 

 
 
 
 
 
 

度
静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合 

 
 
 
 
 
 

会
会
長
選
任
の
人
事
に
関
す
る
議
案 

 
 
 
 
 
 

の
審
議
が
あ
り
、
𡈽
屋
順
史
君
が
承 

 
 
 
 
 
 

認
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 

𡈽
屋
順
史
君
は
、
「
静
岡
県
商
工

会
議
所
青
年
部
連
合
会
（
静
岡
県
連
）
は
静
岡
県
下

１
７
０
０
名
が
所
属
す
る
連
合
会
で
す
。
県
を
代
表

し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
団
体
を
運
営
す
る
こ
と

は
、
今
ま
で
誰
も
経
験
が
な
い
こ
と
で
す
。
と
て
も 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
変
だ
が
、
石
井
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
が
早
め
に
段
取
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
し
て
、
メ
ン
バ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
静
岡
県
連
を
知
っ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
も
ら
い
、
少
し
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
大
変
に
な
ら
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
う
に
準
備
を
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頂
い
た
こ
と
が
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
た
い
」
と
話
し
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
臨
時
総
会
に
お 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
、
新
た
な
人
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
決
ま
り
、
令
和
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
度
の
ス
タ
ー
ト
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

切
る
こ
と
が
で
き
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
撮
影
時
に
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
的
に
マ
ス
ク
を 

                        
 

外
し
て
い
ま
す
） 

 

気
鋭
通
信 

気鋭の会 

総務広報委員会 

発行 

Vol.38 

「気鋭の会」とは･･･ 

伊東市内の20代か
ら40代までの若手
経営者・後継者・企
業からの出向者が
｢経済人としての資
質向上｣を図り､｢企
業と地域経済の健全
な発展｣及び｢商工
会議所活動の一翼を
担う｣という趣旨の
もとに集い設立され
ました。 

お問合せ 
伊東商工会議所 青年部 
｢気鋭の会｣事務局 

  ℡0557-37-2500 
(担当:鶴田) 

会員募集中！ 

あなたも 

で 
共に経営を学びませんか ! 

入会金は です。 
年会費 24,000円 

※年度途中に入会した場合
は月割りとなります。 

ホームページ・フェイスブック 
開設しています。 
 
 

で検索下さい。 
http://www.ito-cci.or.jp/seinenbu/ 

伊東商工会議所青年部･気鋭の会 

青年部「気鋭の会」 
平成20.7.15 設立 

会員数 54名 
(令和4.12.1現在) 

伊東商工会議所  青年部 「気鋭の会」 会報 2023年2月号 （１） 

 

臨
時
会
員
総
会 

 
 
 
 

【
総
務
広
報
委
員
会
】 

 

 
異
業
種
交
流
会

 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
何
し
に
交
流
会
へ

 

 
 
 
【
研
修
拡
大
委
員
会
】

 

 

11
月
21
日
（
月
） 

 

臨
時
会
員
総
会
を
伊
東
商
工
会
議
所
に
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
の
上
、
対
面
形

式
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
石
井
幸
太
郎
会
長
の
挨
拶
で
は
、
昨
年
、 

 
 
 
 
 
 
 

会
長
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
総 

              

会
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
年
が
経
ち
、 

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
総
会
で
、
バ
ト
ン
を
次
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

長
予
定
者
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で 

 
 
 
 
 
 
 

き
る
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

続
い
て
議
題
に
入
り
、
第
1
号 

 
 
 
 
 
 
 

議
案
で
は
、
令
和
５
年
度
の
会
長 

 
 
 
 
 
 
 

並
び
に
理
事
役
員
が
審
議
さ
れ
、 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
５
年
度
の
会
長
に
は
、
今
年 

 
 
 
 
 
 
 

度
副
会
長
の
佐
藤
保
志
君
（
株
式 

 
 
 
 
 
 
 

会
社
い
と
う
白
子
）
が
承
認
さ
れ 

 
 
 
 
 
 
 

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
保
志
令
和
５
年
度
会
長
は 

 
 
 
 
 
 
 

登
壇
し
、
「
こ
れ
ま
で
の
自
分
の 

 
 
 
 
 
 
 

経
験
の
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、
委 

 
 
 
 
 
 
 

員
会
活
動
を
通
じ
て
の
交
流
が
会 

 
 
 
 
 
 
 

の
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

次
年
度
は
委
員
会
活
動
を
通
じ
た 

 
 
 
 
 
 
 

メ
ン
バ
ー
同
士
の
絆
づ
く
り
を
意 

 
 
 
 
 
 
 

識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」 

 
 
 
 
 
 
 

と
、
次
年
度
へ
の
想
い
を
話
し
ま 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
。 

 
 

12
月
13
日
（
火
） 

 

伊
東
商
工
会
議
所
に
て
異
業
種
交
流
会
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は

何
し
に
交
流
会
へ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
（
野
村
勝
也
支
部
長
） 

一
般
社
団
法
人
伊
東
青
年
会
議
所
（
小
川
健
一
郎
理
事

長
）
を
は
じ
め
と
す
る
伊
東
市
在
勤
の
方
を
お
招
き
し
、

最
初
の
テ
ー
マ
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
や
っ
た

こ
と
と
、
そ
の
結
果
や
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
や
悩

み
」
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
業
務
が
な
い

時
に
研
修
に
い
っ
た
り
、
資
格
を
と
る
な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
次
の
テ
ー
マ
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で

の
自
身
の
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
」
を
話
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
地
元
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

企
業
か
ら
商
品
を
購
入
し
、
互 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
意
見
が
多
く
伺
え
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
の
厳
し
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
理
解
し
な
が
ら
も
、
考
え
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

互
い
に
話
し
合
う
こ
と
で
、
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
か
ら
の
自
身
の
仕
事
や
日
々 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
生
活
を
見
直
す
有
意
義
な
機 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
と
な
り
ま
し
た
。 



伊東商工会議所  青年部 「気鋭の会」 会報 2023年2月号 （２） 

  

      

静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会 

 
 

県
連
大
会
・
出
向
報
告 

 
 
 
 

 
 

    
第
５
期 

伊
東
こ
ど
も
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
塾 

Ｂ
Ｉ
Ｐ
（
ビ
ッ
プ
） 

(

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｉ
ｔ
ｏ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ) 

 
 
 
 
 
 
 

            

                           

【
育
成
委
員
会
】 

 
 

 
 10

月
10
日
（
月
） 

 

Ｂ
Ｉ
Ｐ
第
４
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第
３
回
目
で
協
力
企
業
の

方
に
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
作
成
す
る
商
品
を
決
定
し

た
後
、
商
品
の
試
作
品
を
見
な
が
ら
、
さ
ら
に
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
、

商
品
の
説
明
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
を
チ
ｌ
ム
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
決
め
て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
完
成
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
販
売
会
で
お
客

様
に
購
入
し
て
頂
く
た
め
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。 

 

11
月
６
日
（
日
） 

 

い
よ
い
よ
本
年
度
の
Ｂ
Ｉ
Ｐ
の
ゴ
ー
ル
、
商
品
発

表
会
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
４
回
に
渡
り
、
商
品
を
考
え
、
協
力
企
業

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
試
作
品
を
さ
ら
に
よ
り

良
い
商
品
に
す
る
た
め
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

重
ね
て
、
完
成
品
を
発
表
す
る 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
東
商
工
会
議
所
の
斎
藤
稔 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
頭
、
保
護
者
の
方
々
、
伊
東 

 
 
 
 
 
 
 
 

商
工
会
議
所
青
年
部
「
気
鋭
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
」
メ
ン
バ
ー
の
多
く
の
大
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

が
見
守
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

緊
張
感
に
苛
ま
れ
な
が
ら
も
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
々
と
自
分
た
ち
の
考
え
た
商 

 
 
 
 
 
 
 
 

品
の
発
表
を
行
っ
て
お
り
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
。 
 

12
月
24
日
（
土
） 

 

販
売
会
当
日
、
晴
天
に
恵

ま
れ
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

販
売
会
で
は
、
初
め
は
声

を
出
す
こ
と
に
緊
張
す
る
と

思
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち

で
自
信
を
持
っ
て
開
発
に
携

わ
っ
た
商
品
の
販
売
だ
っ
た 

た
め
、
大
き
な
声
で
お
客
様

に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
の
声
掛
け
を
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
頑
張 

  

り
も
あ
り
、
閉
店
時
間
を
待
た
ず
し
て
３
チ
ー
ム
と    

 

も
に
完
売
し
ま
し
た
。 

   

１
月
14
日
（
土
） 

   

本
年
度
の
Ｂ
Ｉ
Ｐ
の
最
後
の
事
業
「
修
了
式
」
が 
 

伊
東
商
工
会
議
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

冒
頭
、
石
井
会
長
の
挨
拶
で
は
、
人
に
何
か
を
買 

 

っ
て
も
ら
う
難
し
さ
や
楽
し
さ
、
作
り
手
が
商
品
や 

 

サ
ー
ビ
ス
に
気
持
ち
や
想
い
、
情
熱
を
乗
せ
る
こ
と 

 

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
人
生
に
役
に
立
つ 

 

と
、
お
話
し
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
も
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

売
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
不
安
を
口
に
し
な
が
ら
も
、 

 
 
 
 
 
 
       

知
り
合
い
や
友
達
が
た
く
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん
来
て
く
れ
て
、
た
く
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
商
品
を
売
る
こ
と
が
で
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

一
年
間
を
通
し
、
子
ど
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
ち
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

 

12
月
10
日
（
土
） 

 

令
和
４
年
度 

静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合

会 

静
岡
県
連
大
会
み
し
ま
大
会
が
三
島
の
地
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
研
修
会
で
は
、
県
連
委

員
会
（
ス
マ
イ
リ
ー
委
員
会
）
設
営
に
よ
り
、
三
島

の
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

情
報
交
換
会
第
１
部
と
し
て
、
ニ
ッ
チ
な
趣
味
を

共
有
し
て
交
流
を
深
め
る
、
三
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
発
案
の

「
糸
吉
（
い
と
き
ち
）
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

情
報
交
換
会
第
２
部
と
し
て
、
懇
親
会
を
行
い
、

一
日
を
通
し
て
交
流
と
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。 


